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人・生き方研究拠点 Center for Forensic Clinical Psychology

サイバー犯罪の出現、裁判員裁判といった現状に則して
司法制度の継続的な見直しが不可欠

公正な裁判による正義の実現は、現代においても極めて難しい課題です。

犯罪の低年齢化や凶悪化が指摘され、厳罰化を求める傾向が強まる一方で、

サイバー犯罪などの新しい犯罪や手法の出現、冤罪事件や捜査における不祥

事も後を絶ちません。また開始後3年半が経過した裁判員裁判については、評

価・改善を経て日本社会に根づかせる努力が必要となっています。こうした

中で、諸外国と比べて立ち遅れている点がしばしば指摘される日本の司法の

制度や枠組みを見直していくことは、怠ることのできない重要な責務です。

本研究拠点では我が国初の「法心理・司法臨床センター」を設立し、公正な裁

判の支援、司法被害者へのサポート、加害者臨床、法教育といった司法に関わ

る数々の取り組みを「総合的にワンストップサービスで」提供することを目

標に掲げています。例えば被害者支援や加害者の更生、犯罪の抑止などと対

峙するには、法だけでなく、心理学や社会制度など多様な領域が関わる必要

がありますが、現実は別々の専門機関に委ねられているのが実情です。それ

らを一元化することでこれまで解決の難しかった課題に挑むところに本研

究拠点の新規性があります。法学、心理学、社会学、理学、工学など多分野の

研究者に加え、法や心理に関わる実践家、企業や海外の研究機関などとも連

携し、我が国の実情に則した司法のあり方や法サービスを追求します。

法心理・司法臨床センターを中核に
裁判や司法制度への活用を視野に入れた研究を推進

本研究拠点では法心理・司法臨床センターを中核に据え、我が国の司法

制度や法的支援において特に解決の急がれる課題に取り組むために5つの

グループを設定し、研究を進めていきます。

まずサトウタツヤグループでは、法心理の理論を構築するための原理的

研究を行っています。法と心理学が密接に関わる重要性は以前から認識さ

れていましたが、両者の研究・教育手法がまったく異なるために十分発達

してこなかった現状があります。本グループでは、理論の確立を含めて両

者を融合させる方法論を探究します。そのために法思想史、法制度史をひ

も解き、心理学史と統合させた新しい学術分野として「法心理思想史」の開

拓を進めています。思想の変遷を辿りながら人間理解に基づいた法のあり

方を模索し、司法臨床の基盤となる法心理の理論構築へと結びつけます。

稲葉グループでは、近年司法の場にも導入されつつある情報技術や情報

メディアに着目します。中でも裁判員裁判において適正な判断を阻害する

要因や人間が惑わされやすいさまざまなバイアスについて検討し、公正な

判断を下すための支援技術の開発に取り組んでいます。一つにはマスコミ

などを介した公判前報道が起こす新たな課題を検証し、その対策法を検討

しています。二つ目には取調べ場面の録音・録画による「取調室の可視化」

がもたらす新たな課題についても研究し、「公正な取り調べの可視化」の手

法を探っています。また本グループでは膨大な供述調書の内容の変遷を三

次元に視覚化する「三次元情報提示システム」の開発に成功しました。今

後弁護士や企業などの協力を得て自白の信ぴょう性を判断する材料とな

る情報視覚化技術を確立し、実用化を目指します。

松本グループでは、主に性犯罪や虐待の被害者に対する多角的な支援に

ついて検討しています。性犯罪や虐待の被害者は複雑な被害状況や心理的

被害の特性によって、法的、心理的、制度的に多様な組織、専門家による総

合的な支援が求められます。そうした被害特性に則した取り組みの一つと

して、PTSDの時効に関する法整理を進めています。また立命館大学法科大

学院で実施されている「リーガルクリニック」の実績を検討し、当事者へ

の心理的、福祉的支援を含めた法的支援のあり方を模索しています。これ

らの知見を結集し、犯罪被害者の生命、生活、人生を含めた支援を実現で

きる「立命館モデル」の確立につなげます。

一方中村グループでは、加害者への処遇に焦点を当て「加害者を生まな

い社会」の実現を模索しています。その一つとして少年、累犯障がい者、性

犯罪者などの主体別に更生や社会復帰の道筋を検討し、各々にふさわしい

社会復帰プログラム、人材育成プログラムの開発に取り組みます。また罰

ではなく教育刑を重視する傾向が強く、修復的・治療的司法が発達してい

る海外の取り組みにも目を向けます。オーストラリアにおける罪を犯した

障がい者への支援制度、カナダの問題解決型裁判所、韓国の人性教育プロ

グラムといった先進的事例を検討し、日本への導入の余地を探ります。こ

うした研究を通じて、教育による矯正、司法福祉といった新しい司法のあ

り方を日本社会に提示したいと考えています。

篠田グループでは、視知覚や供述に関する鑑定技術について研究してい

ます。悪条件下での視知覚を調査し、錯誤を引き起こす条件を明らかにす

るなど、犯人識別に関する供述、目撃証言の信ぴょう性について心理学的

に検討します。その成果をもとに法理論と心理学の鑑定技術を融合させた

新しい心理学鑑定の理論を構築するとともに、心理学的鑑定利用のガイド

ラインを策定することを目指しています。

以上の研究はいずれも現実の裁判や司法制度への活用を視野に入れて

進められます。各研究成果を結集するとともに、法や心理に関わる専門機

関や企業や海外の研究機関の知見も取り入れ、法心理・司法臨床センター

における総合的なワンストップサービスの確立に生かしていきます。

法心理・司法臨床センターを名実ともに完成させ
公正・公平な司法の実現に貢献する

2015年度には法心理・司法臨床センターを名実ともに完成させること

が本研究拠点の一つの到達目標です。卓越した研究を推進するとともに、

これからの社会に求められる新しい司法概念を創出し、日本社会に根づか

せていくことも役割と任じています。そのためオーストラリアやカナダ、

ニュージーランドなどの先進事例を研究するとともに、思想や文化に共通

点の多いアジアの国々とも連携を深め、アジア・環太平洋ならではの法心

理や司法臨床のあり方を探究します。また若手の人材育成にも注力しま

す。拠点での活動を通じて「現場感覚」「国際性」「学融的な視点」を持った

研究者、さらには法心理に関わる実務家を育てます。

「法を通じた正義の実現」は世界の人々共通の目標であり、願いでしょ

う。本研究拠点を通じて公正・公平な司法の基盤となる社会的な技術や概

念を創造し、深い人間理解に基づいた「人間らしい法」によって人間生活

が守られる社会の実現を目指していきます。

昨年本学で実施した模擬裁判の様子。一般の中学生に裁判員として参
加してもらい、評議を体験することで、刑事裁判の仕組みや内容、その
意義について学ぶ機会を提供した。

Contact

立命館大学 研究部 リサーチオフィス（衣笠）

075-465-8224 （平日9：00 ～ 17：30）

本研究拠点URL：http：//www.lawpsych.org/

■本研究拠点が目指す成果イメージ図

法心理・司法臨床センター
［拠点リーダー：稲葉 光行 教授］
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ピンク色の化粧ポーチ
（被害者所持品）を
ベージュ色と供述

↓
0.01〜0.01 lxでは色みが
減り、そう見える

↓
明所視で見たことがな
く、暗所視で観察した

↓
犯人のみが知りうる
「秘密の暴露」



物の色と形がいくらかわかる（薄明視）

物の色と形が
はっきりわかる
（明所視）

物の明暗だけがおぼろげにわかる（暗所視）

明所視、暗所視、薄明視

桿体（rod１種類）
高感度，明暗，低解像力

錐体（cone３種類）
低感度，色覚，高解像力



ヒューマンビジョン研究室 Human Vision & Color Science Lab.
教員：篠⽥博之 分野：視覚情報処理，⼼理物理学，⾊彩⼯学，法⼼理学
http://www.hvcs.ci.ritsumei.ac.jp/

②

③

⑦

⑧
⑨⑪

⑤

①⼤脳による視⼒制御（ぼけ順応と視⼒上昇）
②熟練者の視覚（スポーツ・ゲーム・⾃動⾞運転)
③ 視覚誘導性⾃⼰運動知覚（⾼臨場感・映像酔い）
④次世代ディスプレイ画像評価指標（防眩性・⾊ズレ）
⑤⾊順応とディスプレイカラーマネージメント
⑥多様な⾊覚（⾊覚バリアフリーソフト・照明）
⑦⾼齢者の視覚（⽩内障簡易測定法・⾼齢者⽤照明）
⑧新しい空間の明るさ感尺度（窓効果・⾊効果）
⑨新しい照明制御⼿法（連続感照明，CWライティング）
⑩デジタルカメラによる⾊彩分布計測（三次元・分光）
⑪法⼼理学における視覚科学（視環境と⽬撃証⾔）

⑩



1.	人間の視知覚Human	Visual	Perception
「知覚 =	外界そのものを知ること」と考えると…

•不良設定問題（bottom-up）+行動のための時間的制約
•学習や経験を用いた暫定解（top-down）
•暫定解に基づいて行動（action）
•行動により新たな情報（bottom-up）→	修正解（update）

「知覚世界 ≠	外界（客観的・物理的）」
•生物にとって有用な表現形式 =	知覚世界（≠	外界）
•近刺激（入射光・網膜像）ではなく遠刺激（おもに物体）
の情報取得が目的→ 例）色／明度／大きさの恒常性
•錯視や錯覚という語は知覚システムとしては不本意



Necker	Cube
ネッカーキューブ



Silhouette	Illusion シルエット錯視



Biological	Motion バイオロジカルモーション



Do	you	see	something	?



Context
文脈効果



Context
文脈効果



Context
文脈効果







視知覚
大きさ知覚、形状知覚、
質感、明るさ（明度）、色

遠刺激：物体（物理特性）
大きさ、三次元形状、材質、
表面特性、反射率、分光反射率

€ 

S(λ)

€ 

ρ(λ)
€ 

S(λ)⋅ ρ(λ)

視知覚の成立と目的

近刺激：光・網膜像
網膜像サイズ、両眼視差・運動視差、
網膜照度分布、分光強度分布



チェッカーシャドウ錯視
E. H. Adelson



チェッカーシャドウ錯視
E. H. Adelson



http://www.lottolab.org/articles/illusionsoflight.asp



http://www.lottolab.org/articles/illusionsoflight.asp
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1

Automatic	Upscale	from	2D	to	3D
=	Amplification	of	Depth	Perception
二次元像から三次元空間への高次元化
= 奥行き知覚の強調



大きさの恒常性



Perspective 透視図法



Moon illusion 月の錯視

知覚距離 近

知覚距離 遠



2.心理物理学 Psychophysics
• 測定手法／知覚量（心理物理量）／感度関数

3.	応用 Applications
• 色発現の三要素（照明×物体×観察者）

LED照明用途開発（波長選択）
• 色順応と色恒常性

ディスプレイカラーマネジメント
• 高齢者や色覚異常者の色覚

色覚バリアフリー照明、色覚シミュレータ、
高齢者用彩度回復照明、白内障簡易測定法

• 照明空間の認識
明るさ感、連続感照明、Communication Window

• 光学的指標の限界
ディスプレイ（透過型、防眩性）の画像視認評価



Environmental
Stimulus
外界刺激

Nervous	System
Activity
神経活動

Perception
知覚

Prior	Knowledge
知識・経験・学習

Psychophysics
心理物理学

Physiology
生理学

Cognitive Science
認知科学

Physics（物理）

Psychology（心理）

ヒューマンビジョン＆カラーサイエンス研究室
篠田博之教授 心理物理学による視覚情報処理と色彩工学の研究



- 絶対閾値・弁別閾値（丁度可知差異、Just Noticeable Difference; JND）

・ 光覚閾値 → 暗順応曲線

・ 色弁別閾値（MacAdamの色弁別楕円） → CIE表色系の均等色度図

・ 最小分離閾値 → 視力

・ コントラスト閾値 → コントラスト感度曲線

- 主観的等価点（Point of Subjective Equality; PSE）

・ 異色（異なる波長）刺激間の明るさ感

フリッカー法 → 標準視感効率 、 → 測光量

・ 等色実験

三原刺激による加法混色 → 等色関数 、 、

→ 計算により変換 → 等色関数 、 、

→ CIE表色系（XYZ、LUV、LAB）

- 知覚量

・ 直接マグニチュード推定（ME）法などで測定 → Stevens’ Power Law

€ 

V (λ) !V (λ)

r (λ) g(λ) b (λ)
x (λ) y(λ) z (λ)





コントラスト感度関数

空間周波数

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
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値

解像⼒限界
（視⼒）

Abe      HS
観察距離 近



コントラスト感度関数

空間周波数

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
閾
値

解像⼒限界
（視⼒）

Abe      HS
観察距離 遠
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色覚の三色性（ → 色の三原色）
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L = S(λ)ρ(λ)l (λ)dλ∫
M = S(λ)ρ(λ)m (λ)dλ∫
S = S(λ)ρ(λ)s (λ)dλ∫
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光（照明） 観察者

物体

色覚の三色性（→ 色の三原色）
錐体応答

CIE xy 色度

CIE XYZ 表色系
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照明光による物体色の色演出（１）

589nm

Munsell Color Chips: 
N6, 5P6/8, 5PB6/8, 5B6/8, 5BG6/8, 5G6/8, 
5GY6/8, 5Y6/8, 5YR6/8, 5R6/8, 5RP6/8
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Sodium Lamp
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CIE1931 (x , y) chromaticity

LPS

Objects

€ 

ρ(λ)

€ 

S(λ)⋅ ρ(λ)

すべてが黄色っぽくなり
LPSではすべて同色の橙色
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425nmMunsell Color Chips: 
N6, 5P6/8, 5PB6/8, 5B6/8, 5BG6/8, 5G6/8, 
5GY6/8, 5Y6/8, 5YR6/8, 5R6/8, 5RP6/8

D65

illum.X D6
5

X

Light (illumination)

€ 

S(λ)

Objects

€ 

ρ(λ)

照明光による物体色の色演出（２）

€ 

CIE1931 (x , y) chromaticity

€ 

S(λ)⋅ ρ(λ)

無彩色（白、グレー）はそのまま
有彩色（とくに赤と緑）が鮮やかに
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L = S(λ)ρ(λ)l (λ)dλ∫
M = S(λ)ρ(λ)m (λ)dλ∫
S = S(λ)ρ(λ)s (λ)dλ∫
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l (λ)
m (λ)
s (λ)

€ 

S(λ)
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ρ(λ)
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S(λ)

色の見え

照明光
への色順応

€ 

S(λ)

€ 

S(λ)⋅ ρ(λ)

光（照明） 観察者

物体

色発現の三要素
錐体応答







Color	Adaptation

色順応



Color	Adaptation

色順応







Color Constancy（色恒常性）
Consistent Appearance regardless of the illuminant’s spectrum
照明光によらず物体表面の色を安定して知覚



Color Constancy
色恒常性成立

Consistent appearance regardless of 
the illuminant’s spectrum
照明光の分光強度によらず
反射物体の色の見えが一定

Color Constancy Failure
色恒常性不成立

Appearance is subject to the 
spectra of reflected lights
反射光の分光強度の通りに
物体の色を知覚する

Color	Adaptation
色順応

Color	appearance	manipulation	by	illuminant	separation
照明光分離による物体色の操作



Color Constancy Failure on Self-luminous Displays
自発光ディスプレイの色恒常性不軌

Color	Management	System	for	exact	same	appearance
同じ色を実現するためのカラーマネジメントシステム CMS
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(RN ,GN , BN ) (RN ,GN , BN )
→ (RA,GA, BA )



デバイス非依存の色空間を経由する
カラーマネジメントシステム（CMS）

1. 校正された機器あるいは測色器による校正が必要

2. 測色値は標準観測者に基づく表記
→ ユーザ個人の色の見えを保証しない

3. 測色値が等しくても照明環境により色の見えが変化（色順応）
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 Obs. 

Display 

Cond.A 

Cond.B 

Cond.C 

Color
Chip 

n高額な機器による測色（キャリブレーション）が不要
n色変換行列は観察者の個人差に対応
n色変換行列は照明の違いを考慮

反射物体の色恒常性を利用したカラーマネジメント

ディスプレイを色票に
主観等色することで
色変換行列を導出
- ディスプレイ
- 観察者
- 照明環境

長所



RA1

GA1

BA1

RA2

GA2

BA2

:
RAi

GAi

BAi

!

"

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
##

$

%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&&

=

RN1 GN1 BN1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 RN1 GN1 BN1 0 0 0
0 0 0 0 0 0 RN1 GN1 BN1

RN 2 GN 2 BN 2 0 0 0 0 0 0
0 0 0 RN 2 GN 2 BN 2 0 0 0
0 0 0 0 0 0 RN 2 GN 2 BN 2

: : : : : : : : :
RNi GNi BNi 0 0 0 0 0 0
0 0 0 RNi GNi BNi 0 0 0
0 0 0 0 0 0 RNi GNi BNi

!

"

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

$

%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

⋅

a0
a1
a2
a3
a4
a5
a6
a7
a8

!

"

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

$

%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

RA

GA

BA

!

"

#
#
##

$

%

&
&
&&
=

a0RN + a1GN + a2BN

a3RN + a4GN + a5BN

a6RN + a7GN + a8BN

!

"

#
#
##

$

%

&
&
&&

CA

pinv(CN ) ⋅CA =M

CN M

• pseudo-inverse matrix

chip 1

chip 2

chip i

• matching with a single chip

• matching with i pieces of chip



携帯電話ディスプレイを用いた実験

fluorescent lamps

books, artificial flowers etc.

observer

200 cm

210 cm

70 cm

携帯電話: N01a, F05c (docomo)
色票: 5R6/6, 5Y6/6, 5G6/6, 5B6/6, 5P6/6, N6
照明光: D65（青白い 昼光色）, A（黄赤 電球色）
観察者: KF(m, 23), ReI(f, 22), RN(m, 23), RT(m, 22)

N5

color chip

display

2 deg.
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r =
R

R +G + B
, g =

G
R +G + B

5Y

5R5P

5B

5G

N6

D65
A

携帯電話ディスプレイを用いた実験



€ 

r =
R

R +G + B
, g =

G
R +G + B

5Y

5R5P

5B

5G

N6

KF_N01a_D65

ReI_F05c_A
>> KF_N01a_D65

ReI_F05c_A

KF_N01a_D65
>> ReI_F05c_A

携帯電話ディスプレイを用いた実験



色変換の例

€ 

mNA

変換前画像 変換後画像



Protan (L cone deficiency)      Deutan (M cone deficiency)      Tritan (S cone deficiency)

Color	Confusion	Lines	on CIE	xy Chromaticity	Diagram

Protan (L	cone	deficiency)					Deutan (M	cone	deficiency)					Tritan (S	cone	deficiency)
Color-Barrier-Free	Lighting カラーバリアフリー照明

Make	Confusing	Colors
Discriminable	to	Color
Blinds	by	Lighting



Lighting	for	Simulation	of	Color	Vision	Deficiency
照明による色覚シミュレーション
Dichromat Vision	Simulation
on	a	Display	by	Software on	Objects	by	Lighting

Brettel et	al.	(1997)

Protanopic
simulation

Projection
Mapping



白内障
水晶体の白濁にともなう
視力低下とグレアの増大

日本において
• 白内障患者160万人
• 白内障の85％が65歳以上
• 60歳代の70%が白内障
• 70歳代の90%が白内障

→ 高齢者＝白内障

カラーリカバリーシステム
Color-Recovery-System, CRS®

白内障の方に鮮やかな色を提供



眼球内の散乱光によ
る色彩の彩度低下

周辺

対象物



散乱光

彩度低下

眼球内の散乱光によ
る色彩の彩度低下

周辺

対象物



Surround

Object

Surround

Object

Colorfulness down

現状の照明システム (1灯 / 1室)

Surround

Object

彩度低下を防ぐ照明システム
・対象物へのスポット照明
・周辺への雰囲気照明

Surround

Object

Colorfulness up



SP          SR        CW

通常照明 60%      100%    White

CRS照明 100%        40%    Black

Relative luminance

Color recovery system, CRS®
試着室のカラーリカバリーシステム

SP SR

MR

CW

OB

SP, spot-light for object (observer's cloth)
SR, surround-light for wall
CW, color-variable wall
MR, mirror
OB, observer

1. 測色
2. 心理物理学的実験
• カテゴリカルカラーネーミング
• エレメンタリーカラーネーミング

3. 顧客へのアンケート調査



2004年8月 船橋西武 2004年9月 高槻西武

2004年9月 神戸そごう 2005年3月 八尾西武 2005年8月 府中伊勢
丹

2005年9月 仙台藤崎 2005年9月 相模原伊勢丹

その他
2005年2月 つくば西武
2005年4月 広島そごう

Seibu Seibu

Isetan

Isetan

Sogo Seibu

顧客アンケート
(Oct.2004~Feb.2005)
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顧客アンケート (Oct.2004~Feb.2005)



63

錐体
約600万個

盲点

視細胞

神経節細胞
の軸索

視神経

反転網膜と盲点

視細胞分布

桿体
約1億2千万個

鼻側

耳側

耳側 鼻側

中心窩

Blind spot


